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「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

地
域
の
笑
顔
広
が
る

住
ん
で
い
る
地
域
を
自
分
た
ち
の
力

で
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
よ

う
と
活
動
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
（
ま
ち
協
）。
今
回
は
、
各
地
区
で
の

ま
ち
協
の
役
割
や
活
動
内
容
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23

-

７
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４
６

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

近
年
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
「
互
い
に
助
け
合
い
、

協
力
す
る
」
と
い
う
地
域
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
充
実
や
強
化
を
図
る
た
め
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
柱
と
し
て
、
市
で
は
、
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
、
身
近
な
課
題
を

解
決
し
た
り
、
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
検

討
し
た
り
す
る
地
域
密
着
型
の
住
民
自

治
組
織
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
「
ま
ち

協
」
の
設
立
と
運
営
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

ま
ち
協
が
目
指
す
も
の

　

ま
ち
協
で
は
次
の
目
標
な
ど
を
掲

げ
、
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
活
性
化

○
教
育
文
化
活
動
の
推
進

○
健
康
増
進
・
地
域
福
祉
の
推
進

○
防
災
・
防
犯
な
ど
安
全
・
安
心
な　

　

ま
ち
づ
く
り

○
地
域
環
境
整
備
の
推
進

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
地
域
住
民
の
力
と
知
恵
を
結
集
し
、

特
色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
、

さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
単
身
世
帯

も
増
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
口
減
少
に

よ
り
、
ま
ち
が
衰
退
し
て
い
く
と
の
思

い
か
ら
、
平
成
26
年
３
月
に
「
高
崎
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。

　
「
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
こ

の
地
域
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
」、「
ど
う
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
自
主

的
に
活
動
し
て
く
れ
る
の
か
」
と
い
う

視
点
で
、
11
月
に
婚
活
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
積
極
的
に
取
り
組
み
、
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
際
、
高
崎
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、
ま
ち
の
い
い
と
こ
ろ
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
、
カ
ッ
プ
ル
も
成
立
し
た

の
で
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
弾
み

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
12
月
に
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

「
子
ど
も
ま
ち
協
」
を
開
催
し
、
子
ど

も
た
ち
自
身
が
「
ど
ん
な
高
崎
町
に
し

た
い
の
か
」
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

　

高
崎
町
は
過
去
に
「
星
が
日
本
一
き

れ
い
に
見
え
る
町
」
に
何
度
も
選
ば
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
高
崎
町
の
美
し
い
環

境
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
を
な
く
す
こ
と
や
、
環
境
美

化
の
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

子
ど
も
た
ち
の
積
極
的
な
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
各
公
民
館
や
行
政
の

協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、
不
測
の
事
態

に
対
処
で
き
る
よ
う
に
、
一
人
暮
ら
し

世
帯
や
空
き
家
情
報
な
ど
を
色
分
け
し

た
防
災
マ
ッ
プ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
る
か

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
や
孫
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長村吉

　
昭
一
さ
ん

「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」

あ
な
た
が
主
役
!
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姫
城
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

地
区
内
の
史
跡

を
紹
介
す
る
マ
ッ

プ
「
ひ
め
ぎ
歴
史

あ
る
き
」
を
製
作

し
、
史
跡
巡
り
イ

ベ
ン
ト
に
活
用
し

ま
し
た
。

小
松
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

小
松
原
地
区
体

育
館
周
辺
の
花
壇

を
整
備
。
季
節
ご

と
に
色
と
り
ど
り

の
花
を
植
え
、
環

境
美
化
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

妻
ケ
丘
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

地
域
住
民
の
親

睦
と
交
流
を
深
め

る
た
め
に
、
地
区

内
16
自
治
公
民
館

対
抗
の
ミ
ニ
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

祝
吉
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
ワ
ク
チ
ン

代
や
、
エ
コ
活

動
を
目
的
に
、

子
ど
も
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ふ
た
を
収

集
。
学
校
と
も

連
携
し
「
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運

動
」
を
展
開
し

ま
し
た
。

五
十
市
地
区

ま
ち
づ
く
り

協
議
会

　

今
年
で
４
回

目
を
迎
え
る

「
子
ど
も
音
楽

祭
」。
地
区
内

の
小
・
中
学
生

や
、
高
校
生
ら

が
音
楽
活
動
の

成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

横
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

昨
年
、
都
城
西

飛
行
場
開
設
80
年

を
記
念
し
、
平
和

教
育
や
ふ
る
さ

と
再
発
見
の
た
め

「
横
市
地
区
の
戦

前
・
戦
後
展
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

〝
住
み
よ
い
ま
ち
沖
水
〞
協
議
会

　

交
通
量
の
多
い

通
学
路
で
の
飛
び

出
し
事
故
防
止
を

目
的
に
、 

ス
ト
ッ

プ
マ
ッ
ト
（
路

面
表
示
ス
テ
ッ

カ
ー
）
を
作
成
し

ま
し
た
。

志
和
池
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

学
校
周
辺
の
通
学
路
の
う
ち
、
特
に

交
通
量
の
多
い
５
カ
所
に
電
柱
看
板
を

設
置
。
こ
の
他
、
交
通
安
全
の
啓
発
の

ぼ
り
を
作
成
・
配
布
し
、
安
全
で
住
み   

よ
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
た
。

庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

平
成
22
年
か

ら
、
地
域
の
環
境

美
化
と
自
主
財
源

の
確
保
を
目
的

に
、
市
か
ら
城
山

公
園
の
維
持
管
理

の
委
託
を
受
け
て

い
ま
す
。

西
岳
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

夏
休
み
期
間
中
、
西
岳
小
の
児
童
を

対
象
に「
夏
休
み
の
び
の
び
ス
ク
ー
ル
」

を
開
催
。
地

域
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
で
、

昔
の
遊
び
な

ど
を
通
し
て

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

中
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

地
区
内
を
巡
回
し
、
適
正
な
ご
み
の

分
別
や
、
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
、

粗
大
ご
み
な
ど
の

不
法
投
棄
防
止
の

た
め
の
監
視
活

動
を
実
施
し
ま
し

た
。

各
地
区
ま
ち
協
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す



低層の住宅のための地域

中高層の住宅
のための地域

商業施設のための地域

工場施設のための地域
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今
回
導
入
す
る
土
地
利
用
施
策
は
、

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
針
に
沿
っ
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
用
途
制
限
地
域
が
導
入
さ
れ
ま
す

都
市
計
画
区
域
全
体
を
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
に
応
じ
て
区
分
し
、
６
種
類

の
特
定
用
途
制
限
地
域
を
指
定
し
ま

す
。（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）

特
定
用
途
制
限
地
域
と
は
？

都
市
計
画
区
域
内
で
用
途
地
域
の

指
定
の
無
い
と
こ
ろ
に
、
居
住
環
境

や
営
農
環
境
に
支
障
を
来
す
恐
れ
が

あ
る
施
設
が
立
地
し
な
い
よ
う
、
特

定
施
設
の
建
設
を
制
限
す
る
も
の
で

す
。

用
途
地
域
を
見
直
し
、

特
別
用
途
地
区
を
指
定
し
ま
す

土
地
利
用
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方

針
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
用

途
地
域
の
見
直
し
を
全
市
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
型
店
舗
な
ど
の
規
制
と
立

地
誘
導
を
行
う
た
め
、
用
途
地
域
の
見

直
し
と
合
わ
せ
て
、
特
別
用
途
地
区
を

随
時
、
指
定
し
て
い
き
ま
す
。

良
好
な
居
住
環
境
づ
く
り
と
維
持
の
た

め
、用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
（
用

途
白
地
地
域
）
に
、
特
定
用
途
制
限
地

域
を
指
定
。
特
定
の
建
築
物
な
ど
を
制

限
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
特
性
に
応
じ

た
用
途
地
域
の
見
直
し
を
行
い
、
用
途

地
域
内
の
一
部
の
地
区
に
お
い
て
特
別

用
途
地
区
を
指
定
し
、
特
定
の
建
築
物

に
つ
い
て
追
加
で
制
限
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

線
引
き
に
代
わ
る
新
た
な
土
地

利
用
誘
導
の
ル
ー
ル

本
市
は
、
昭
和
63
年
に
集
落
人
口
の

維
持
と
都
市
間
競
争
に
対
応
す
る
た

め
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

の
線
引
き
を
撤
廃
し
ま
し
た
。
線
引
き

の
撤
廃
は
、
市
全
域
の
人
口
維
持
や
工

業
の
発
展
な
ど
に
寄
与
し
た
も
の
の
、

車
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
郊
外
へ
の
大

型
店
舗
の
進
出
や
住
宅
開
発
な
ど
、
無

秩
序
な
開
発
が
行
わ
れ
た
結
果
、
後
追

い
で
道
路
整
備
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

弊
害
を
来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
線
引
き
に
代
わ
る
新
た

な
土
地
利
用
誘
導
の
ル
ー
ル
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

土
地
利
用
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
総
合

的
に
ま
と
め
た
「
都
城
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
平
成
21
年
度
に
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
将
来
も
持
続

可
能
な
都
市
構
造
を
実
現
す
る
た
め
、

「
都
城
市
土
地
利
用
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
平
成
25
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

用
途
地
域
と
は
？

用
途
地
域
は
、
住
居
・
商
業
・
工

業
の
三
区
分
を
基
本
と
し
て
12
種
類

に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
建
物
の
用
途
、
形
態
を

定
め
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
住
宅
地
と
呼
ば
れ
る
と

こ
ろ
に
、
突
然
大
き
な
店
舗
や
工
場

な
ど
が
建
っ
た
り
し
な
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
あ
る
た
め
で

す
。

特
別
用
途
地
区
と
は
？

用
途
地
域
内
の
一
部
の
区
域
に
お

い
て
、
特
別
の
目
的
の
実
現
を
図
る

た
め
に
、
元
々
設
け
ら
れ
て
い
る
用

途
地
域
の
制
限
内
容
に
加
え
、
地
域

特
性
に
合
わ
せ
た
建
築
規
制
を
強
化

す
る
も
の
で
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い

http://
w
w
w
.city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
土
地
利
用
施
策
を
導
入
し
ま
す

用
途
地
域
の
見
直
し
と
特
定
用
途
制
限
地
域
の
導
入
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都城志布志道路

万ヶ塚駅

谷頭駅

山之口駅

日向庄内駅

西都城駅

都城駅

都城市役所

大
淀
川

国
道10号

線

宮崎自動車道

凡例

高崎総合支所

高崎新田駅

高崎都市計画区域

高城総合支所

山田総合支所

山之口総合支所

国
道
国
道101010号号

線

総合 所山山山田総田総合合支総合合支支所

工業流通業務保全型地区
都城圏域の工業、流通を牽引するエリアとして、
その操業環境の保全を図りつつ、周辺居住地と
の調和に配慮した規制や誘導を進めます。

インターチェンジ周辺整序型地区
インターチェンジ付近は、交通利便性の高まりに伴って、
新たな土地活用が見込まれるため、公共施設への過
度な負担を抑制し、周辺環境との調和に配慮した規
制や誘導を進めます。

健康医療地区
健康医療地区として、閑静で落ち着いた環境保全を
図りながら、市街化が促進されることで増大する公共
施設への負荷や、新たな整備を抑制し、周辺居住地
との調和に配慮した規制や誘導を進めます。

沿道利用保全型地区
閑静で落ち着いた田園空間にある沿道利用保全型地
区として、周辺農地、集落地、地域生活拠点の居住
環境などに配慮した沿道利用の利便性を確保します。
また、沿道利用の利便性が高まることで市街化促進を
招き、公共施設への負荷が増大するため、新たな整
備の抑制に配慮した規制や誘導を進めます。

周辺集落を含めた生活圏域において、地
域住民の身近な暮らしを支える機能の維
持を図ります。また田園居住ならではの快
適な居住空間の形成に配慮した規制や
誘導を進めます。

農とみどりを中心とした潤いとゆとり、人との絆
が調和した田園居住空間として保全し、当該
地域における新たな公共施設などの整備などを
抑制しつつ、生活利便性の確保に配慮した規
制や誘導を進めます。

集落居住環境保全型地区
田園系生活拠点型地区

特定用途制限地域概略図
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市
で
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
母
子
訪
問
指
導
員
や
母
子

保
健
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
母

子
訪
問
指
導
員
や
母
子
保
健
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23

－
２
６
８
４

母
子
訪
問
指
導
員
と
は

助
産
師
や
保
健
師
の
資
格
を
持
つ
母

子
訪
問
指
導
員
が
、
妊
産
婦
や
赤
ち
ゃ

ん
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
保
健
指
導

や
子
育
て
相
談
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
対
象
者

妊
産
婦

10
代
の
妊
産
婦
や
35
歳
以
上
の
初
産

の
妊
産
婦
、
多
児
妊
産
婦
、
妊
娠
出
産

時
に
異
常
の
あ
っ
た
妊
産
婦
、
支
援
を

必
要
と
す
る
妊
産
婦
な
ど

乳
幼
児

第
１
子
や
低
出
生
体
重
児
（
２
５
０
０

㌘
以
下
）、
未
熟
児
（
未
熟
児
養
育
医
療

受
給
者
）、
多
胎
児
、
出
生
時
に
異
常
の

あ
っ
た
乳
幼
児
、
疾
患
が
あ
る
乳
幼
児

な
ど
そ
の
他
希
望
す
る
家
庭
に
も
訪
問

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
課
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
と
は

市
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
64
人
の
母
子

保
健
推
進
員
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
乳
児
が
い
る
家
庭
や
幼
児
の
受
診
勧

奨
訪
問
な
ど
を
行
っ
た
り
、
幼
児
健
診

で
は
身
体
測
定
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の

生
後
３
カ
月
程
度
の
乳
児
が
い
る
家

庭
を
訪
問
し
て
、
子
育
て
中
の
悩
み
な

ど
を
聞
い
た
り
、
幼
児
健
診
を
受
診
し

て
も
ら
う
よ
う
に
促
し
た
り
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
市
が
開
催
す
る
離
乳
食
教
室

で
は
、
お
母
さ
ん
が
離
乳
食
作
り
を
し

て
い
る
間
、
赤
ち
ゃ
ん
を
預
か
り
、
お

母
さ
ん
が
安
心
し
て
学
べ
る
手
助
け
を

す
る
な
ど
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に

寄
り
添
い
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が

子
育
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す

初めての妊娠・出産でちゃん
と育てることができるか心配で
した。出産後は、分からないこ
となどもありましたが、母子訪
問指導員さんに聞いてもらうだ
けで、不安な気持ちもなくなり
ました。子育てに迷うこともあ
りましたが、訪問の時だけでは
なく、心配なことがあると話を
聞いてもらえるので、安心して
子育てができます。子どもが生
まれて 2カ月になりますが、私
自身も母親として成長できてい
ると思います。

3人目の子どもが生まれて、
今回、初めて離乳食教室に参加
しました。上の子どものときに
は、母や友だちに聞いて育てま
したが、少し年が離れたことも
あり、勉強のつもりで参加しま
した。健診のときに顔を合わせ
たお母さんと、再会してお互い
あいさつを交わしたり、知り合
いが増えたりするのでうれしい
です。また、母子保健推進員の
皆さんに子どもを見てもらえる
ので、気分転換にもなり安心し
て教室に参加できました。

母子保健推進員になって、30
年余り。当時は、庭先やベラン
ダにおむつが干してある家庭を
探して訪問していました。私自
身、妊娠中に体調を崩し、大変
な思いをしたので、その経験を
生かしながら、お母さんの表情
も見てゆっくりと話を聞いてい
ます。話を聞くことしかできま
せんが、二代にわたって見守っ
てきた親子もいて、子どもや孫、
ひ孫のようにかわいいです。

内
田　

晴は
る

香か

さ
ん

（
早
鈴
町
）

永
田　

志し

穂ほ

美み

さ
ん

（
若
葉
町
）

母
子
保
健
推
進
員

鳥
越　

イ
ツ
さ
ん
（
一
万
城
町
）
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広
報
ク
イ
ズ
に
答
え
て
F
C
東
京

グ
ッ
ズ
を
手
に
入
れ
よ
う
！

　

今
月
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
F
C

東
京
選
手
の
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
で

す
。
29
ペ
ー
ジ
の
広
報
ク
イ
ズ
の
答
え

を
書
い
て
、
応
募
く
だ
さ
い
。

今
春
も
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
Ｆ
Ｃ
東
京

を
は
じ
め
、
Ｊ
２
の
栃
木
Ｓ
Ｃ
や
シ
オ

ノ
ギ
製
薬
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
全

国
各
地
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
部
が
本
市
で

キ
ャ
ン
プ
や
合
宿
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
会
場
へ
足
を
運
び
、
一
流
選
手

の
プ
レ
ー
を
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

☎
23

－

２
６
１
５

　

Ｆ
Ｃ
東
京

　

J
１
屈
指
の
強
豪
チ
ー
ム
。
昨
シ
ー

ズ
ン
新
人
最
多
得
点
記
録
タ
イ
の
13
得

点
を
マ
ー
ク
し
た
武
藤
選
手
や
、
日
本

代
表
に
も
選
出
さ
れ
た
森
重
選
手
や
太

田
選
手
な
ど
、
人
気
と
実
力
を
兼
ね
備

え
た
チ
ー
ム
で
す
。
念
願
の
タ
イ
ト
ル

を
目
指
し
、
本
市
で
シ
ー
ズ
ン
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

●
期
間

　

２
月
９
日
㈪
〜
17
日
㈫

●
場
所

　

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

●
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

２
月
15
日
㈰　

予
定

※
地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
子
ど
も

　

た
ち
が
対
象

●
練
習
試
合

　

２
月
13
日
㈮
・
17
日
㈫
、
高
城
運
動

公
園
で
開
催
予
定
。
詳
し
く
は
Ｆ
Ｃ
東

京
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

栃
木
Ｓ
Ｃ

２
０
０
９
年
か
ら
J
２
に
参
戦
し
、

昨
シ
ー
ズ
ン
は
リ
ー
グ
12
位
。
４
回
目

と
な
る
都
城
キ
ャ
ン
プ
で
ス
タ
ー
ト

し
、
J
１
昇
格
を
目
指
し
ま
す
。

●
期
間

　

１
月
29
日
㈭
〜
２
月
７
日
㈯

●
場
所

　

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

●
練
習
試
合

　

２
月
３
日
㈫
・
６
日
㈮
、
高
城
運
動

公
園
で
開
催
予
定
。
詳
し
く
は
栃
木
Ｓ

Ｃ
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

　

２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｊ
３
に

参
戦
し
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
リ
ー
グ
２

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
初
め
て
と

な
る
都
城
キ
ャ
ン
プ
で
調
整
し
、
今
季

は
Ｊ
２
昇
格
を
目
指
し
ま
す
。

●
期
間

　

２
月
18
日
㈬
〜
28
日
㈯

●
場
所

　

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

そ
の
ほ
か
の
主
な
キ
ャ
ン
プ
日
程

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

シ
オ
ノ
ギ
製
薬
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

●
期
間　

２
月
19
日
㈭
〜
26
日
㈭

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
野
球
場

【
硬
式
野
球
】

武
蔵
大
学

●
期
間　

２
月
16
日
㈪
〜
23
日
㈪

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場

東
京
六
大
学
（
理
工
学
部
）

●
期
間　

３
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場
ほ
か

【
準
硬
式
野
球
】

東
海
大
学

●
期
間　

２
月
10
日
㈫
〜
13
日
㈮

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場

龍
谷
大
学

●
期
間　

２
月
24
日
㈫
〜
３
月
２
日
㈪

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場

関
東
学
院
大
学

●
期
間　

３
月
７
日
㈯
〜
13
日
㈮

●
場
所　

高
崎
総
合
公
園
野
球
場

※写真はイメージです

FC東京
武藤嘉紀選手
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